
宿泊業の魅力伝える
女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

九
州
運
輸
局

主

催

女
将
ら
３
氏
が
学
生
に

精
力
的
に
働
き
掛
け

交
際
費
上
限
上
げ
で
全
旅
連

一
の
俣
温
泉
観
光
ホ
テ
ル（
山
口
県
・

一
の
俣
温
泉
）

濵
田
　

幸
伸
さ
ん



美肌の湯とホタルの宿

日本公庫

外
国
人
の
も
て
な
し
に

小

売

業
・

サ
ー
ビ
ス
業
編

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

総
支
配
人
に
木
曽
氏

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

発
酵
食
品
と
茶
の

デ
ィ
ナ
ー
を
提
供

コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
新
大
阪

ドッグラン付き
関西最大級の

フーズクリエーション
淡路島にヴィラ開設

特
製
イ
チ
ゴ
ス
イ
ー
ツ

館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で

イ
ン
デ
ィ
ゴ
渋
谷

東
京
タ
ワ
ー
で
装
飾

特
別
プ
ラ
ン
を
発
売

変
な
ホ
テ
ル
浜
松
町

松
之
山
温
泉
エ
コ
ロ
ッ
ジ

＆
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

③

松
之
山
温
泉
組
合

（
選

考

委
員
会
賞

）

返礼品に宿泊利用券
「ステイナビ」が開始

旅館団体が普及後押し

宿
へ
の
直
販
促
す「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　
―
―
ど
ん
な
宿
で
す

か
。

　
「
推
し
て
い
る
の
が
温

泉
で
す
。
ペ
ー
ハ
ー
が


・
０
。
化
粧
水
の
よ
う
に

滑
ら
か
で
、『
美
肌
の
湯
』

と
評
判
で
す
。
リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
も
多
い
で
す
。
当

館
に
お
泊
ま
り
の
お
客
さ

ま
は
、
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

系
列
の
一
の
俣
温
泉
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
の
温
泉
も
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
」

　
―
―「
蛍
光（
ほ
た
る
）

の
宿
」
と
う
た
っ
て
い
ま

す
。

　
「
近
く
を
流
れ
る
木
屋

川
が
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
生

息
地
で
、
６
月
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
こ
れ
ら
を
観
賞
し

な
が
ら
川
下
り
を
す
る

『
ホ
タ
ル
舟
』
を
運
航
し

て
い
ま
す
」

　
―
―
料
理
は
。

　
「
ボ
タ
ン
鍋
な
ど
の
ジ

ビ
エ
料
理
や
近
く
で
取
れ

た
海
の
幸
、
山

の
幸
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
冬

は
フ
グ
の
コ
ー

ス
が
人
気
で
す

ね
。
下
関
の
特

牛（
こ
っ
と
い
）

地
区
で
取
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
イ
カ

『
特
牛
イ
カ
』

も
時
期
に
よ
っ

て
扱
っ
て
い
ま

す
」

　
―
―
ど
ん
な
お
客
さ
ん

が
多
い
で
す
か
。

　
「
週
末
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
、
平
日
は
シ
ニ
ア
の
ご

夫
婦
が
多
い
で
す
ね
。
福

岡
、
広
島
、
同
じ
山
口
県

内
の
お
客
さ
ま
が
多
い
で

す
。
外
国
の
方
は
個
人
で

ま
れ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
福
岡
か
ら
足
を
延
ば

し
て
、
と
い
う
方
が
多
い

よ
う
で
す
」

　
―
―
経
営
の
悩
み
事

は
。

　
「
人
手
不
足
で
す
。
街

か
ら
離
れ
た
山
奥
に
あ

り
、
人
が
な
か
な
か
集
ま

り
ま
せ
ん
。
予
約
の
制
限

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
す
」

　
―
―
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

宿
に
。

　
「
当
館
と
系
列
の
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
、
両
方
に
お

泊
ま
り
い
た
だ
け
る
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
明
確
に
し
て
売
り

出
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
―
―
１
泊
２
食
の
料
金

は
。

　
「
消
費
税
込
み
、
入
湯

税
別
で
２
人
利
用
の
場

合
、
１
人
１
万
８
１
５
０

円
か
ら
で
す
」

　
【

室
、
１
０
２
人
収

容
】
　
　
　
＝
隔
週
掲
載

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
松
之
山
温
泉
組
合
（
新
潟
県
十
日

町
市
）
は
、
自
然
環
境
と
温
泉
資
源

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
活

用
す
る
、
人
に
も

環
境
に
も
優
し
い

「
持
続
可
能
な
旅

館
と
温
泉
地
（
エ

コ
ロ
ッ
ジ
＆
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
）
」
を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
地
熱
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
発
電
　
ザ
・
松
之
山
温
泉
」

を
開
設
。
高
温
で
湧
出
す
る
温
泉
を

使
っ
た
発
電
で
、
そ
の
量
は
年
間
１

２
４
万
㌔
㍗
、
一
般
家
庭
で
約
２
８

０
世
帯
分
に
相
当
す
る
。
２
０
４
０

年
を
目
標
に
、
地
域
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
給
を
目
指
し
て
い
る
。

　
里
山
の
新
鮮
な
食
を
味
わ
え
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
開
発
。
「
晩
秋
～

初
冬
の
天
然
キ
ノ
コ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

ツ
ア
ー
」
は
、
〝
山
菜
、
キ
ノ
コ
の

達
人
〟
が
観
光
客
を
案
内
し
、
立
ち

木
に
生
え
て
い
る
天
然
の
ナ
メ
コ
や

ヒ
ラ
タ
ケ
、
ム
キ
タ
ケ
を
採
取
、
調

理
し
、
味
わ
っ
て
も
ら
う
も
の
。

　
「
松
之
山
ダ
イ
ニ
ン
グ
ｉ
ｎ
美
人

林
」
は
、
有
名
シ
ェ
フ
の
料
理
を
美

し
い
ブ
ナ
林
の
中
で
賞
味
し
て
も
ら

う
自
然
と
料
理
の
両
方
を
満
喫
で
き

る
企
画
。

　
温
泉
街
の
旅
館
と
飲
食
店
が
自
慢

の
一
品
と
、
そ
れ
に
合
う
酒
を
提
供

す
る
「
松
之
山
温
泉
ふ
ぇ
す
て
ぃ
Ｂ

Ａ
Ｒ
」
は
、
宿
泊
客
を
宿
で
囲
い
込

ま
ず
、
街
全
体
で
も
て
な
す
食
べ
歩

き
、
飲
み
歩
き
企
画
。
大
学
生
が
接

客
す
る
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
試
み
も
あ

り
、
話
題
と
な
っ

た
。

（２１） 第３２０３号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１月１日（月曜日）

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
主
催
の
「
女
性
の
た
め
の
宿
泊
業
セ
ミ
ナ
ー
」
が

月
９

日
、
福
岡
市
内
で
開
か
れ
た
。
来
春
以
降
の
卒
業
を
控
え
た
女
子
大
学
生
、
専
門
学
校

生
を
対
象
に
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
女
性
経
営
者
ら
３
氏
が
宿
泊
業
で
働
く
こ
と
の
魅
力

を
伝
え
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
画
面
か
ら
）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

を
支
援
す
る
「
外
国
人
客
お

も
て
な
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
小

売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
編
」
＝

写
真
＝
と
「
指
差
し
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
編
」
を
作

成
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
外
国
人

を
接
客
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
。
「
心
構
え
と
準
備

す
べ
き
こ
と
」
「
ト
ラ
ブ
ル

回
避
対
応
術
」
「
集
客
の
ポ

イ
ン
ト
」
な
ど
を
具
体
的
に

分
か
り
や
す
く
表
し
て
い

る
。

　
指
差
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
は
外
国
語
が
話

せ
な
い
人
で
も
外
国
人
客
と

ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
も

の
。「
何
を
お
探
し
で
す
か
」

「
予
約
し
て
い
ま
す
か
」

「
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

な
ど
現
場
で
よ
く
使
う
言
葉

や
、
「
こ
れ
は
い
く
ら
で
す

か
」
「
海
外
へ
配
送
で
き
ま

す
か
」
「
お
会
計
を
お
願
い

し
ま
す
」
な
ど
客
側
が
よ
く

使
う
言
葉
に
つ
い
て
、英
語
、

中
国
語
簡
体
字
、
中
国
語
繁

体
字
、
韓
国
語
で
表
示
。
店

側
、
客
側
双
方
が
指
を
指
す

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
公
庫
で
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
ツ
ー
ル
の
宿
泊
業
編
も

作
成
。
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
編
と
と
も
に
公
庫
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。

　
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
バ
イ
・

マ
リ
オ
ッ
ト
新
大
阪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
大
阪
市
淀
川
区
）

は
、
発
酵
食
品
と
茶
を
組
み

合
わ
せ
た
冬
限
定
デ
ィ
ナ
ー

コ
ー
ス
「
フ
レ
イ
バ
ー
フ
ル

・
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」

を
ロ
ビ
ー
階
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
ヴ
ァ
ロ
ッ
ク
」
で
提
供

し
て
い
る
。２
月

日
ま
で
。

　
こ
う
じ
や
発
酵
玄
米
、
ト

ウ
チ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
代

表
的
な
発
酵
食
品
に
、紅
茶
、

中
国
茶
、
日
本
茶
な
ど
を

「
食
べ
る
お
茶
」
と
し
て
組

み
合
わ
せ
て
賞
味
し
て
も
ら

う
。

　
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に

「
大
阪
産
能
勢
黒
若
牛
の
黒

ウ
ー
ロ
ン
茶
ブ
レ
ゼ
」
「
聖

護
院
か
ぶ
と
金
時
人
参
の
グ

リ
ル
＆
ロ
ー
ス
ト
」
、
デ
ザ

ー
ト
に
「
茶
穀
米
と
ヨ
ー
グ

ル
ト
タ
ル
ト
」
「
キ
ン
カ
ン

と
黒
豆
茶
の
ブ
ク
ブ
ク
茶
仕

立
て
」
な
ど
。
料
金
７
８
０

０
円
。

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

（
横
浜
市
中
区
）
の
総
支
配

人
に

月
１
日
付
で
木
曽
博

文
・
宴
会
部
部
長
が
就
任
し

た
。

　
木
曽
氏
は
１
９
７
０
年

生
。

年
、
白
鴎
大
学
経
営

学
部
卒
業
後
、
同
年
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
入
社
。
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
な
ど

を
歴
任
。

　
飲
食
店
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
運
営
を
行
う
フ
ー
ズ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
本
社
＝

大
阪
市
中
央
区
）
は
、
同
社

初
の
ホ
テ
ル
事
業
と
し
て
、

愛
犬
と
過
ご
せ
る
関
西
最
大

級
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ド
ッ
グ

ラ
ン
付
き
ヴ
ィ
ラ
「
サ
ン
セ

ッ
ト
ド
ッ
グ
ビ
レ
ッ
ジ
淡
路

島
」
を

月
４
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
淡
路
島
の
北
端
に
近
い
野

島
江
崎
に
立
地
。
二
つ
の
棟

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
１
棟

貸
し
す
る
。
リ
ビ
ン
グ
（


帖
、
帖
）、ダ
イ
ニ
ン
グ
、

寝
室
、
テ
ラ
ス
と
専
用
ド
ッ

グ
ラ
ン
（
１
３
２
平
方
㍍
、


平
方
㍍
）
を
装
備
。
専
用

屋
外
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
犬
用
ア

メ
ニ
テ
ィ
も
充
実
さ
せ
て
い

る
。

　
定
員
各
５
人
。
瀬
戸
内
海

を
一
望
す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
自
慢
と
な
っ
て
い
る
。

　
食
事
は
飲
食
店
経
営
の
プ

ロ
と
し
て
力
を
入
れ
、
地
元

淡
路
島
の
食
材
を
使
っ
た
Ｂ

Ｂ
Ｑ
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
淡

路
牛
や
「
淡
路
島
国
生
み
堆

肥
協
会
」
で
作
っ
た
こ
だ
わ

り
の
野
菜
を
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
鍋
で

提
供
す
る
。
同
社
と
親
交
の

あ
る
三
重
県
松
阪
市
の
名
物

「
か
し
わ
焼
肉
」
を
淡
路
島

の
鶏
を
使
っ
て
再
現
し
た
特

別
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い

る
。

　
ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
東
京

渋
谷（
東
京
都
渋
谷
区
）は
、

館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ

ェ
で
パ
テ
ィ
シ
エ
特
製
の
イ

チ
ゴ
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す

る
。
２
月

日
ま
で
。

　

階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
イ
レ
ブ
ン
」
で
は
、

ム
ー
ス
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
シ

ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
な
ど
ス
ト
ロ

ベ
リ
ー
ス
イ
ー
ツ
７
種
と
、

セ
イ
ボ
リ
ー
（
軽
食
）
７
種

を
、
渋
谷
の
ス
ト
リ
ー
ト
カ

ル
チ
ャ
ー
を
思
わ
せ
る
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
に
載
せ
て
提
供

す
る
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」を
用
意
。

予
約
を

月

日
に
開
始

し
、
提
供
は
同

日
か
ら
。

料
金
５
０
６
０
円
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ホ
テ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
が
運
営
す
る
「
変

な
ホ
テ
ル
東
京
浜
松
町
」

（
東
京
都
港
区
）
は
、
東
京

タ
ワ
ー
の
開
業

周
年
を
記

念
し
た
「
東
京
タ
ワ
ー
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
特
別

プ
ラ
ン
」
を
こ
の
ほ
ど
発
売

し
た
。

　
東
京
タ
ワ
ー
を
窓
か
ら
一

望
す
る
客
室
に
多
く
の
東
京

タ
ワ
ー
グ
ッ
ズ
を
飾
る
。
東

京
タ
ワ
ー
の
メ
イ
ン
デ
ッ
キ

の
入
場
券
も
付
く
。

　
価
格
は
素
泊
ま
り
３
万
２

２
０
０
円
か
ら
。
朝
食
付
き

３
万
４
８
０
０
円
か
ら
。

　
同
ホ
テ
ル
は
フ
ロ
ン
ト
で

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
応
対
。
最

短

秒
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が

完
了
す
る
エ
ク
ス
プ
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
を
導
入
し
て
い

る
。

　
登
壇
し
た
の
は
要
庵
西
富

屋
（
京
都
市
）
若
女
将
の
御

崎
麻
美
さ
ん
、
平
山
旅
館

（
長
崎
県
壱
岐
市
）
女
将
の

平
山
真
希
子
さ
ん
、
Ｊ
Ｒ
九

州
執
行
役
員
で
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ

テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
長
の

浜
田
真
知
子
さ
ん
。
温
泉
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
の
山
崎
ま
ゆ
み

さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。

　
要
庵
西
富
屋
は
京
都
市
の

中
心
に
位
置
す
る
客
室
７

室
、
創
業
１
５
０
年
の
老
舗

旅
館
。
御
崎
さ
ん
は
旅
館
に

つ
い
て
「
芸
能
、
意
匠
、
建

築
、衣
装
、工
芸
、食
な
ど
、

日
本
文
化
の
融
合
体
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
「
旅
館
と

い
う
商
品
を
作
る
こ
と
が
日

本
文
化
を
継
承
す
る
こ
と

だ
」
と
、
自
身
が
関
わ
る
仕

事
の
魅
力
を
強
調
。
「
笑
顔

が
素
敵
な
人
、
人
の
た
め
に

何
か
を
し
た
い
と
思
う
人
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
就

職
を
控
え
た
学
生
ら
に
呼
び

掛
け
た
。

　
壱
岐
島
で
客
室
８
室
の
旅

館
を
営
む
平
山
旅
館
の
平
山

さ
ん
も
「
旅
館
は
温
泉
、
料

理
、
お
も
て
な
し
と
、
和
の

文
化
の
粋
」
。
女
将
の
仕
事

に
つ
い
て
「
大
変
な
仕
事
と

の
（
就
く
前
の
）
印
象
だ
っ

た
が
、
工
夫
次
第
で
大
変
で

は
な
く
な
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
オ
ン
と

オ
フ
の
切
り
替
え
も
で
き
て

い
る
」
と
自
身
の
経
験
を
交

え
て
語
っ
た
。

　
嬉
野
八
十
八
（
佐
賀
県
嬉

野
市
、
２
０
２
３
年

月
１

日
開
業
）
、
長
崎
マ
リ
オ
ッ

ト
ホ
テ
ル
（
長
崎
市
、

年

初
頭
開
業
）
を
運
営
す
る
Ｊ

Ｒ
九
州
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
社
長
の
浜
田
さ
ん
は
「
女

性
特
有
の
出
産
は
、
今
は

（
休
暇
の
）
制
度
が
整
っ
て

お
り
、
過
度
に
心
配
す
る
必

要
は
な
い
」
「
旅
館
・
ホ
テ

ル
は
も
て
な
し
だ
け
で
な

く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財

務
、
人
事
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
が
あ
る
。
人
と
接
す
る

の
が
得
意
で
な
い
人
も
行
え

る
仕
事
が
あ
る
。
た
だ
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
マ

イ
ン
ド
は
共
通
し
て
持
ち
た

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山

崎
さ
ん
は
「
旅
館
・
ホ
テ
ル

は
地
域
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
。

地
域
の
『
誇
り
』
を
伝
え
る

素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
」「
輝
い

て
い
る
現
場
に
は
必
ず
女
性

が
い
る
。
皆
さ
ん
の
若
い
力

を
授
け
て
ほ
し
い
」
と
、
取

材
者
と
し
て
宿
泊
業
界
に
関

わ
る
立
場
か
ら
訴
え
た
。

　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　

月

日
に
決
定
し
た
与

党
の
２
０
２
４
年
度
税
制
改

正
大
綱
で
、
税
法
上
、
損
金

扱
い
で
き
る
飲
食
を
伴
う
交

際
費
の
上
限
額
が
１
人
１
回

５
千
円
か
ら
１
万
円
へ
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
全
国

旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）
は


年
６
月
以
降
、
上
限
緩
和

に
つ
い
て
関
係
各
所
へ
精
力

的
に
働
き
掛
け
て
き
た
。

（
関
連
２
面
）

　
８
月

日
に
萩
生
田
光
一

自
民
党
政
調
会
長
、
同

日

に
菅
義
偉
前
首
相
、
同

日

に
麻
生
太
郎
自
民
党
副
総
裁

に
井
上
善
博
会
長
ら
が
要

望
。
９
月
は
全
旅
連
青
年
部

と
自
民
党
国
会
議
員
が
意
見

交
換
。

月
は
自
民
党
予
算

・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇

談
会
、
公
明
党
政
策
要
望
懇

談
会
で
の
要
望
ほ
か
、
日
本

ホ
テ
ル
協
会
と
の
共
同
要
望

活
動
を
実
施
し
た
。

　
税
法
上
、
損
金
扱
い
と
な

り
、
非
課
税
に
で
き
る
交
際

費
の
上
限
は
２
０
０
６
年
以

降
、
５
千
円
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
基
準
を
参
考
に

接
待
飲
食
費
の
額
を
１
人
５

千
円
以
下
に
す
る
企
業
も
多

い
と
い
う
。
た
だ
、

年
代

初
め
に
約
６
兆
円
だ
っ
た
企

業
の
交
際
費
が
近
年
、
約
３

兆
円
と
半
減
。
「
税
制
が
法

人
の
飲
食
需
要
の
拡
大
に
水

を
差
し
て
い
る
」
と
の
指
摘

も
あ
っ
た
。

　
全
旅
連
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
飲
食
部
門

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
日

本
ホ
テ
ル
協
会
、
生
活
衛
生

中
央
会
と
連
携
を
図
り
、
上

限
緩
和
の
働
き
掛
け
を
行
っ

て
き
た
。

　
全
旅
連
井
上
善
博
会
長
の

話　
６
月
に
全
旅
連
会
長
に
就

任
以
来
、
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
き
た
問
題
。
先
生
方

や
他
の
業
界
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
も
あ
り
、
何
と
か
良
い

結
果
が
出
て
よ
か
っ
た
。
少

し
で
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
れ
ば
う

れ
し
い
。
精
力
的
に
活
動
い

た
だ
い
た
全
旅
連
の
関
係

者
、
特
に
中
心
と
な
り
活
動

を
い
た
だ
い
た
亀
岡
勇
紀
専

務
理
事
を
は
じ
め
と
し
た
事

務
局
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
公
式
サ

イ
ト
検
索
予
約
サ
ー
ビ
ス

「
ス
テ
イ
ナ
ビ
」
を
運
営
す

る
ピ
ア
ト
ゥ
ー
は
、
ス
テ
イ

ナ
ビ
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
を
こ
の
ほ
ど
始
め

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
宿
泊
施
設
の
現
場
で
使

え
る
利
用
券
を
提
供
。
宿
の

直
販
促
進
に
な
る
と
、
日
本

旅
館
協
会
、
全
国
旅
館
ホ
テ

ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
（
全
旅
連
）
が
普
及
を
後

押
し
し
て
い
る
。
既
に
洞
爺

湖
町
（
北
海
道
）
、
豊
岡
市

（
兵
庫
県
）
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
が
地
域
挙
げ
て
の
参
画
を

決
め
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
の
公
式
サ
イ
ト

で
現
地
決
済
に
よ
る
宿
泊
予

約
を
行
っ
た
人
に
、
サ
イ
ト

上
や
メ
ー
ル
で
ふ
る
さ
と
納

税
を
案
内
。
ス
テ
イ
ナ
ビ
の

画
面
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
納

税
の
手
続
き
を
し
た
人
に
返

礼
品
と
し
て
納
税
額
の
最
大


％
分
の
「
デ
ジ
タ
ル
宿
泊

利
用
券
」
を
メ
ー
ル
で
送
付

す
る
。
利
用
者
は
現
地
で
宿

泊
費
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

こ
の
利
用
券
で
支
払
う
。

　
同
様
の
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
を
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン

・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
）な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、

同
社
の
事
業
に
よ
り
「
直
販

予
約
比
率
の
増
加
、
Ｏ
Ｔ
Ａ

手
数
料
負
担
の
軽
減
が
図
れ

る
」
と
両
団
体
。


